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重点目標
社協の事業

平成19年度　
飯山市社会福祉協議会　
地域福祉活動スタート

基
盤
強
化
事
業

高
齢
者
支
援
事
業

障
害
者
支
援
事
業

青
少
年
・
子
育
て
支
援
事
業

市
民
全
般
支
援
事
業

・全戸会員制度の充実・・・会費 600 円のうち30％を交付金として地区社協へ還元
・地域福祉活動計画の策定
・地区社協事業への援助
・財政基盤の確立・・・福祉基金の積立（目標 1 億円）利息を基金の果実（利息）を地域福祉活動へ助成
・民生児童委員協議会はじめ福祉関係機関、団体および福祉施設との連携強化

・介護保険事業・・・居宅介護支援事業、訪問介護事業（身体障害者・精神障害者・難病患者も含む）、訪問　　入
浴介護事業、通所介護事業（あじさい、ゆきつばき、常盤、瑞穂）、短期入所生活介護事業、安心ショー　　トステイ、飯
山市在宅介護支援センター、介護予防サービス、在宅生活支援とうど宿の運営
・老人福祉センター「湯の入荘」、ケアセンター「湯の入」の運営
・ひとり暮らし高齢者等との地域懇談会の開催
・長寿祝い品の贈呈（米寿 88 歳、白寿 99 歳）
・ほのぼの弁当の実施

・障害者地域活動支援センター「すばる」受託運営
・心身障害児母子通園施設「ゆきんこ園」の受託運営
・障害者支援の講座開講・・・障害者のためのパソコン講座（年 2 回開講）
・希望の旅事業の実施・・・1 泊 2日（飯山市身体障害者協会）日帰り（飯山市ボランティア連絡協議会）
・権利擁護安心ネットワーク事業の実施

・児童センター、児童館、児童クラブの受託運営・・・児童館（センター）：上町、戸狩、木島、城山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童クラブ：泉台、秋津、瑞穂
・北部子育て支援センターの受託運営・・・場所：太田勤労青少年ホーム
・☆わくワク！！とうど塾☆の開催（小学生 4 年～６年生の福祉体験教室）年 9 回開催
・児童虐待防止事業の実施
・子育て応援セミナーの開催
・福祉教育推進事業・・・児童青少年のボランティアグループ育成、施設体験教室
・子育てサロンへの助成

・住民支え合い活動推進事業・・・見守り活動の推進（見守りとうど衆の登録、研修会の開催）、災害時助け   
   合い事業への助成、有償在宅福祉サービス「くらしの応援スマイルとうど」の実施
・総合相談事業・・・総合相談（毎月20日午前 9 時～午後 3 時）、心配ごと相談（毎週水曜日午前 9 時～12 時）
・福祉教育推進事業・・・社会福祉普及校の指定と連絡会議の開催、やさしい心を育てる懇談会の開催
・援護事業の実施・・・生活福祉資金貸付事業、歳末激励事業、被災者・交通災害遺児に対する激励金の支給
・戦没者開拓殉難者慰霊祭の開催（4 月25日）
・ボランティアセンター運営事業・・・ボランティア講座の開講（福祉体験教室、寺町・雪国体験修業道場、地　　域福祉
セミナー）、ボランティア活動の支援、ボランティア交流集会の開催（ひとり暮らし高齢者とボランティ　　アの交流）、ボラ
ンティア研究集会（県、北信、全国）への参加、企業ボランティア活動の推進、善意銀行　　の運営（福祉基金の積立）
・赤い羽根共同募金運動及び歳末たすけあい共同募金への協力
・北信ブロック社協事業への協力
・生活改善運動の推進
・社会を明るくする運動への参加と協力　　　
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昨
年
の
豪
雪
と
は
う
っ
て

変
わ
っ
て
、
こ
の
冬
は
長
老

に
お
聞
き
し
て
も
過
去
に
記

憶
の
な
い
ほ
ど
の
寡
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で
し

た
が
、
百
花
繚
乱
の
春
が
も

う
す
ぐ
で
す
。

　

今
、
福
祉
施
策
を
め
ぐ
る
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勢
は
、
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
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す
。
従
来
か
ら

の
高
齢
者
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障
害
者
な
ど
の

社
会
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呼
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れ
る
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対
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少
子
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家
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進

行
、
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し
い
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な
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題
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在
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。

　

住
民
の
負
託
に
敏
感
に
反

応
し
、
自
身
の
よ
り
自
立
し

た
経
営
を
保
ち
な
が
ら
、
諸

課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
平

成
19
年
度
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
昭
和
29
年
の
社
協
発
足

以
来
、
会
長
に
は
市
長
が
就

任
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
行
政
と
社
協
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
し
な

が
ら
、
そ
の
役
割
を
果
た
す

た
め
、
各
地
区
推
薦
及
び
学

識
経
験
者
で
構
成
す
る
新
し

い
理
事
会
に
お
い
て
、
私
が

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

 

行
政
と
緊
密
な
連
携
を
保
ち

な
が
ら
社
協
の
使
命
で
あ
る
、

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
す
る
決
意
で

あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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協
議
会

会
長　

岸
田　

勉

平成19年　　飯山市社会福祉協議会の事業です

新
旧
会
長
就
任
退
任
式
に
お
い
て
「
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」「
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
ま
し
た
よ
！
」

と
熱
い
握
手
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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